
内航海運ビジョンへ向けての内航海運事業者アンケート 

 

２００１年２月２５日 

財団法人 国民経済研究協会 

 

お 願 い 

 

 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

 当協会では、現在、日本内航海運組合総連合会からの委託を受け、内航海運ビジョンの

研究を行っております。２１世紀の内航海運が日本の物流のかなめとしてこれまで以上の

発展を遂げていくためには、低迷する運賃・用船料、船員問題、金融問題といった様々な

課題を解決するとともに、新しい事業分野へ思い切ってチャレンジしていく必要がありま

す。そのために、海運組合や行政が果たす役割もさることながら、何よりも個々の事業者

による取り組みが重要であることはもちろんです。そこで、研究事業のために設けられた

ビジョン研究会の委員の意見も聞きながら、内航海運事業者の方々に経営の課題や内航海

運の将来についてのご意見をおうかがいすることになりました。 

 まことにお忙しいなか、恐縮ではございますが、こうした趣旨をご理解いただき、この

アンケートにご協力をお願いいたします。 

 なお、このアンケートは総連合会の名簿に記載されている事業者の方全員に発送されて

います。また、ご回答は無記名となっており、結果はすべて統計的に処理された上で使用

されますので、ご迷惑をおかけすることはございません。 

 

【記入上の注意】 

１．お答えは、当てはまる回答の番号に○をつけて下さい。「複数回答」という表示がある

場合は、該当する回答にいくつでも○をおつけ下さい。 

２．記入方式の設問や「その他（    ）」に当てはまる場合は、具体的にご記入下さい。 

３．オペレーター（内航運送業事業者）ないしオーナー（内航貸渡業事業者）の方のみに

質問したい項目の場合、その旨の表示があります。表示に従って、お答え下さい。 

 

【返送期限】 

ご記入いただきましたアンケート票は同封の返信用封筒に入れて封をし３月２０日（火）

までに郵便ポストにご投函下さるよう、お願いいたします。 

 

 

 ご記入に当たってご不明な点等がございましたら次までお問い合わせ下さい。 

 

財団法人国民経済研究協会（担当：本川、石川、棚木） 

電話 03-5261-1051 

ファックス 03-5261-1059 

 

 なお、名簿の管理上、送返信については総連合会が直接担当しております。 



 1

Ａ. あなたの経営についておうかがいします。 

問１ 経営の問題点として重要となっているものから下から選んで下さい。 

（複数回答） 

経営上の問題点 

1. 運賃、用船料、委託料の値下がり 

2. 用船料、委託料の上昇 

3. 船舶の稼働率の低下（輸送量確保難） 

4. 用船のやりくり 

5. 船腹調整制度の解消による資産の目

減り 

6. 契約条件についての発言力の弱さ 

7. 契約条件の悪化 

8. 船員の確保難 

9. 船員コストの上昇 

10. 船員の高齢化 

11. 船員労働の条件悪化 

12. 船員の質の低下 

13. 船舶の老朽化 

14. 船舶のリプレース資金の調達 

15. 運転資金の調達 

16. 海難事故の心配 

17. 船舶や情報等のハイテク化に

ついていけない 

18. その他（        ） 

経営内容向上の

ための対策 

問２ 経営内容向上のための対策としてお考えのことは何ですか。（複数回答） 

1. 営業力の強化 

2. 借入金の圧縮、自己資金増額による財務体質の改善 

3. あらゆる面のコスト削減により採算性の向上を図る 

4. 省力化を通じた人件費の削減による採算性の向上を図る 

5. 用船料、運賃の値上げをねばり強く要請する 

6. 老朽船を解撤して船舶の近代化を図る 

7. 新しい事業分野を思い切って開拓する 

8. 事業を縮小して業況改善を待つ 

9. 事業を拡大して大規模化のメリットを追求する 

10. その他（         ） 

問３ 内航船舶を代替又は新規で建造する計画がありますか。 

1. なし → 問５へ 

2. あり  

問４ 計画している船舶の船種、大きさ、資金調達についておたずねします。

（それぞれ１つづつ選んで下さい） 

①船種についてお答え下さい。 

1. 貨物船    2. 油送船   3. その他 

②大きさについてお答え下さい。 

1. 100G/T未満 

2. 100～199G/T 

3. 200～299G/T 

 

4. 300～499G/T 

5. 500～999G/T 

6. 1000G/T以上 

内航船舶建造の

計画 

③資金調達についてお答え下さい。 

1. 自己資金のみで可能 

2. 自己資金及び市中金融機関（銀行、信用金庫等）からの借入で可能 

3. 自己資金及び市中金融機関からの借入のみで賄うことは困難 
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資金難 問５ あなたの経営では船腹調整制度の解消に伴う引当権の消滅により船舶

の担保価値がなくなって資金面から支障が出ていますか。（１つだけ選んで

下さい） 

1. 新たに資金難が生じた。 

2. もともと資金難であったが、よりひどくなった。 

3. もともと資金難であり、特に変化したわけではない。 

4. 資金難は特にない。 

運輸施設整備事

業団の共有制度 

問６ 運輸施設整備事業団（旧：船舶整備公団）の共有制度を利用したことが

ありますか。（１つだけ選んで下さい） 

1. 現在、共有船を保有している。 

2. 過去において共有船を保有したことがある。 

3. 共有船を保有したことはない。 

事業の継続 問７ 事業の継続についてどうお考えですか（１つだけ選んで下さい） 

1. 後継者に事業を継がせる（現在後継者あり） 

2. 後継者に事業を継がせる（現在後継者未定） 

3. 転廃業したいが事情があって当面はできない 

4. 近いうちに転廃業する 

転廃業の理由 

（問７「事業の継

続」で 3～4 とお

答えの方のみ） 

問８ 転廃業したい理由は何ですか（複数回答） 

1. 採算的に事業が成り立たないから 

2. 年齢的に仕事が出来ないが後継者もいないから 

3. 船員の確保が難しいから 

4. 船齢が古くなり更新が必要だが、資金が調達できない 

5. 内航海運の未来が暗いから 

6. 内航海運以外の魅力ある業種に転じたいため 

7. その他（                 ） 

当面転廃業出来

ない理由 

（問７「事業の継

続」で 3とお答え

の方のみ） 

問９ 当面は転廃業出来ない理由は何ですか（複数回答） 

1. 転廃業すると収入がなくなり生活できない 

2. 転廃業しても借金が解消されない 

3. 内航海運業以外の仕事ができるかどうか不安だから 

4. 取引先から「やめないで」と言われている 

5. 業況が改善するかもしれないので思い切れない 

6. その他（                   ） 

→ 問１０ 
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合併・協業化 問１０ 内航海運業の活性化の方策の１つとして「合併や協業化（グループ化）

による事業者の集約」が考えられます。これについてのお考えをお教え下

さい。（１つだけ選んで下さい） 

1. 他社との合併、協業化を積極的に進めたい 

2. 合併は考えられないが、協業化は進めたい 

3. 力があって仕事と収入を確保してくれる事業者がリードしてくれれば検

討したい 

4. 地域の海運組合の下で包括的な協業化を検討したい 

5. 荷主やオペレーターの呼びかけがあれば検討したい 

6. 今のところ考えられないが、いずれ必要となろう 

7. 合併や協業化は個々の事業者の利害が一致せず無理である 

8. 合併や協業化は必要ない 

9. 独立性をそこなう合併や協業化はしたくない 

 

Ｂ. 内航海運業としての共通問題についておうかがいします。 

船員問題 問１１ 船員の高齢化と若年船員の確保難から今後の内航海運業自体の存続が

危ぶまれています。こうした点に関する考え方をお聞かせ下さい。（複数回答） 

1. 荷主や経済界にこの点を強く訴え、船員の待遇改善が図れるだけの運賃、用

船料等を要求していく必要がある。 

2. 船員問題からいったん内航海運の輸送力が減退して運賃、用船料等の回復を

待つしかない 

3. 外国人船員を導入するべきである 

4. 設備の自動化等によりこれまで以上に省力化、高齢者対応を図っていく必要

がある。 

5. 船員資格制度の改善によって船員を確保しやすくする。 

6. その他（              ） 

内航海運業界

の取引や契約

のあり方につ

いて 

問１２ 内航運送や用船の契約や取引については、あなたは何を重視しますか。

（複数回答） 

1. 長期的な観点に立った取引や契約 

2. 需給の実勢に応じた運賃・用船料 

3. 取引や契約の明文化 

4. 運賃スケールの設定などによる運賃・用船料の透明化 

船腹と運賃・

用船料 

問１３ 最近、貨物船において解撤が進み、船腹が縮小しているにもかかわらず、

運賃、用船料に目立った回復が見られません。主たる要因を挙げるとすれば

何でしょうか。あなたの考えに近いものを１つ選んで下さい。 

1. 荷主、オペレーターからの要請・圧力があるから 

2. 現在の取引先の言うことを、他に顧客を見つけられない以上、聞かざるをえ

ない 

3. 種々のコスト削減で対応しているから 

4. 船腹の縮小以上に貨物が減っているから 

5. なお赤字でも経営を続けている事業者が多いから 

6. その他（                      ） 
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金融問題 問１４ 内航海運の金融についてお考えと合っているものを選んで下さい。（複

数回答） 

1. 経営改善の困難な事業者の退出促進を資金面からバックアップすべきであ

る。 

2. 金融機関には担保主義ではなく、経営の実態を見て融資する方向に転換して

欲しい。 

3. 一般の中小企業向けの他に、内航船舶固有の状況に対応した資金枠や保証制

度が必要である。 

4. 共有船方式からの転換が必要である。 

5. 共有船方式の維持・拡充が必要である。 

6. 証券化などによって新しい船舶金融の方式を開発する必要がある。 

問１５ 内航海運においてＩＴを活用すべき分野としてどのようなものが重要

と考えられますか。（複数回答） 

ＩＴの活用 

1. 書類申請 

2. 運送貨物取引 

3. 用船取引 

4. 船舶取引 

5. 燃料調達 

6. 船舶機器等調達 

7. 船員の融通・リクルート 

8. 船舶の運航管理 

9. 運賃・用船料・船舶価格等のマーケット情報

の公開 

10. 港湾荷役・陸上輸送との連携 

11. その他（             ） 

暫定措置事業

について 

問１６ 内航海運船腹調整事業（Ｓ＆Ｂ制度）の解消にともない既存船舶の引当

権（一種の営業権）が消滅し、新しい体制への円滑な移行を図るために内航海

運暫定措置事業が導入されています。この事業に関する意見を以下に自由に記

入して下さい。 
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船腹需給制度

について 

問１７ 内航海運船腹調整事業（Ｓ＆Ｂ制度）の解消にともない船腹の過剰や不

足を調整する制度が無くなりました。この点についての評価や貴社の対応に

ついて以下に自由にご記入下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政の役割 問１８ 行政の役割について何が重要だと思いますか。この点に関して自由にご

意見をお聞かせ下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海運組合につ

いて 

問１９ 現在の海運組合の体制や運営に関してご意見がありましたら以下に自

由に記入して下さい。 
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内航海運の将

来展望 

問２０ 内航海運の将来展望に関しては様々な声があります。あなたの考えに合

うテーマは何でしょうか以下から選んで下さい。（複数回答） 

1. オペレーターとオーナーの区分の解消 

2. オペレーターとオーナー毎の組合への再編成 

3. 外航と同様の外国人船員の容認 

4. 港湾荷役の合理化による船舶稼働率向上 

5. 陸海一貫輸送による物流の合理化 

6. 環境負荷の小さな内航海運の特性を生かすモーダルシフト 

7. 静脈物流（廃棄物・リサイクル品の内航輸送） 

8. ＩＴの活用による開かれた市場づくり 

9. 拡大するアジアとの輸送（近海輸送）への進出 

10. 内航海運に加え外航、造船、海上保険、港湾等の海事関連産業全体として

のレベルアップ 

11. 高速輸送船（テクノスーパーライナー等）による物流の革新 

12. 大規模災害等への的確な対応力 

13. 海洋、航海の技術や技能の伝承 

14. 経済的規制の緩和と安全・環境など社会規制の厳格な適用 

15. 海運サービスの品質向上へ向けた国際規格（ＩＳＭ）への取り組み強化 

16. 荷主産業の企業や業界の垣根を越えた物流合理化への対応 

17. 新しい内航船舶金融方式の確立 

18. 業界組織のスリム化などによる全体としてのコスト削減 

19. 小さくとも機動力ある船運の発達 

20. 船員雇用の新しいシステム 

21. 船員の養成と地位向上 

22. 内航船舶に関連する税金・港湾利用料金等の軽減 

23. 内航海運の果たしている重要な役割に対する国や国民の理解 

24. その他（            ） 

問２１ 貴社の経営が取り組む新しい事業分野として有望とお考えのものは何

ですか。（複数回答） 

新しい事業分

野 

1. ＲＯＲＯ船 

2. コンテナ船 

3. 近海輸送 

4. 河川輸送 

5. 船舶管理業 

6. 静脈物流（廃家電等のリサイクル品や焼却・

埋立廃棄物） 

7. その他（            ） 
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自由回答 問２２ 最後に、内航海運の将来への展望についてのあなたのご意見を自由に以

下にご記入下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ. フェースシート 

最後に貴社（貴殿の）の経営の現状についておうかがいします。集計結果を分析する際に重要

となりますので必ずお答え下さい。 

事業種類 Ｆ１ 貴殿、貴社の内航海運業の業態は、下のどれに当てはまりますか。（１

つだけお選び下さい） 

1. 内航運送業（オペレーター）専業 

2. 内航貸渡業（オーナー）専業  → 1. 船主船長 2. それ以外 

3. 内航運送業と貸渡業の兼業 

貨物船・タンカー Ｆ２ 使用船舶についての貨物船、タンカーの別（１つだけお選び下さい） 

1. 貨物船が主である。 

2. タンカーが主である。 

開設年 Ｆ３ 内航海運事業を開始された年は 

１９□□年 
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従業員人数 Ｆ４ 従業員の人数と平均年齢をお答え下さい。 

       （従業員人数） 

船員（家族） （    ）人 

船員（雇用） （    ）人 

陸上要員   （    ）人 

  合計    （    ）人 

平均年齢  （    ）歳 

（以下のＦ５～Ｆ９はオペレーターの方のみお答え下さい。オーナーの方はＦ１０へ。） 

使用船舶 

 

Ｆ５ 使用中の船舶についてお答え下さい（トリップチャーターを除きます）。 

隻数    合計総トン数   平均船齢 

所有船舶 （  ）隻 （     ）トン（    ）年 

借入船舶 （  ）隻 （     ）トン（    ）年 

借入運航船の形

態（前問で借入船

舶ありとお答え

の方のみ） 

Ｆ６ 借入運航船の契約形態、契約期間、増減をご記入下さい。 

        隻数  平均契約期間 

定期用船（   ）隻 （  ）年 

裸用船 （   ）隻 （  ）年 

運航委託（   ）隻 （  ）年 

借入先との関係

（前々問で借入

船舶ありとお答

えの方のみ） 

 

Ｆ７ 船舶の借入先との関係についてどうお考えですか（１つだけお選び下さ

い） 

1. これまで特定社との長期的・継続的関係が中心であり、今後も同様の関係

を維持したい。 

2.  これまで特定社との長期的・継続的関係が中心であったが、今後は条件

次第で借入先を変えたい。 

3. 既に長期的・継続的な関係は解消している。 

4. 今後はこれまでより長期的・継続的な関係を築きたい。 

Ｆ８ 荷主との関係は次のどちらに近いですか。（１つだけお選び下さい） 

1. 資本関係、人事などで特定の荷主とのつながりが強い。 

2. 独立して事業を展開している。 

荷主との関係 

 

Ｆ９ 荷主との関係についてどうお考えですか（１つだけお選び下さい） 

1. これまで特定の荷主との長期的・継続的関係が中心であり、今後も同様の

関係を維持したい。 

2.  これまで特定の荷主との長期的・継続的関係が中心であったが、今後は

条件次第で荷主を変えたい。 

3. 既に長期的・継続的な荷主との関係はない。 

4. 今後はこれまでより長期的・継続的な関係を荷主との間に築きたい。 
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（以下のＦ１０～Ｆ１２はオーナーの方のみお答え下さい。オペレーターの方はＦ１３へ。） 

所有船舶 

 

Ｆ１０ 所有船舶についてお答え下さい。 

隻数    合計総トン数   平均船齢 

     （  ）隻 （     ）トン（    ）年 

Ｆ１１ 船舶貸渡の契約形態、契約期間、増減をご記入下さい。 

        隻数  平均契約期間 

定期用船（   ）隻 （  ）年 

裸用船 （   ）隻 （  ）年 

運航委託（   ）隻 （  ）年 

貸渡先との関係 

 

Ｆ１２ 船舶の貸渡先との関係についてどうお考えですか（１つだけお選び下

さい） 

1. これまで特定社との長期的・継続的関係が中心であり、今後も同様の関係

を維持したい。 

2.  これまで特定社との長期的・継続的関係が中心であったが、今後は条件

次第で貸渡先を変えたい。 

3. 既に長期的・継続的な関係は解消している。 

4. 今後はこれまでより長期的・継続的な関係を築きたい。 

（以下はオペレーターの方、オーナーの方、ともにお答え下さい。） 

Ｆ１３ 取扱荷物のうち最も金額的に多い品目は何ですか（１つだけお選び下

さい） 

主要運送品目 

1. 鉄鋼 

2. 石灰石 

3. セメント 

4. 原油 

5. 石油製品・化学工業品 

6. 紙・パルプ 

7. 機械・プラント 

8. 雑貨 

9. その他 

 （            ） 

Ｆ１４ この３カ年で売上の状況はいかがですか（１つだけお選び下さい） 

1. 変わらない 

2. 増加している → （  ）割増 

3. 減少している → （  ）割減 

Ｆ１５ 事業の採算性はいかがですか（１つだけお選び下さい） 

1. 黒字 

2. 収支とんとん 

3. 赤字 

経営状態 

Ｆ１６ 事業の採算性の今後の見込みはいかがですか（１つだけお選び下さ

い） 

1. 良くなってきている 

2. ２～３年で良くなる 

3. 不変 

4. 悪化している 
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（送付の際、添付した依頼状） 

 

 


